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司

　

農
業
委
員
会
委
員
改
選
に
よ
り
、
本

年
1
月
に
19
名
の
農
業
委
員
が
任
命
さ

れ
、
今
後
の
3
年
間
、
こ
の
19
名
の
委

員
で
農
業
委
員
会
活
動
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
村
田
前
会
長
の

後
を
私
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

2
0
2
2
年
度
の
特
定
生
産
緑
地
へ

の
移
行
は
大
き
な
混
乱
も
無
く
進
め
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新
た
な
農
地
制

度
の
中
、
西
東
京
市
の
農
業
を
維
持
発

展
さ
せ
て
い
く
重
要
な
役
割
を
農
業
委

員
会
が
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
前
期
3
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
思
う
よ
う

な
委
員
会
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ウ
ィ
ル
ス
の
5
類
移
行
に
よ
り
、

委
員
間
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
活
発
な

委
員
会
活
動
と
施
策
の
実
行
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
農
協
と
農
地
貸
借
の
情
報
共

有
を
進
め
る
こ
と
で
、
貸
借
の
成
立
に

関
し
て
も
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
て

お
り
、
農
地
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
の
活
用
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
協
力
に
よ
り
ま
し
て
適
切
な

農
業
委
員
会
活
動
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和 5年 6月 西東京市農業委員会だより（第 34 号）
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農業委員会だより
西東京市の風と緑〜西東京市

農産物キャラクター
「めぐみちゃん」

上段左から、村田　秀夫（運営）、保谷　まり子（編集）、後藤　光藏（農地）、柏木　三郎（運営）、中野　雄一（農地）、
内田　富行（運営）、中村　良典（編集）、濱野　森好（農地）、下田　武志（農地）、安田　勝治（運営）、本橋　徹（編集）、
下段左から、髙橋　雅弘（編集）、下田　敬一（運営）、保谷　隆司（会長）、池澤　隆史市長、野口　秀晶（会長職務代理）、
下田　浩（農地）、齊藤　五郎（農地）、枠内左　河合　芳治（編集）、枠内右　鵜野　美代子（運営）
� （）＝部会、※敬称略
○運営部会：農業委員会活動、表彰、視察、研修会等について担当しています。
○農地部会：�農地利用状況調査（農地パトロール）、肥培管理に関する情報集約、農地管理基準の運用管理、納税猶予適用

農地の取扱いに関する状況把握等について担当しています。
○編集部会：�「農業委員会だより」の編集、地域の農業経営に関する情報発信、農業者や消費者の意見、農業に関する事業

などの紹介、農業振興計画に基づく情報提供などについて担当しています。

今期農業委員のみなさまを
ご紹介します

－ 1 －



市
長
・
副
市
長
表
敬
訪
問

　

令
和
5
年
2
月
21
日
、
前
農
業
委
員

会
会
長
の
村
田
委
員
が
、
東
京
都
農
業

会
議
会
長
表
彰
の
受
賞
報
告
の
た
め
、

市
長
・
副
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
　
　

前
農
業
委
員
会
会
長�

�

村
田　

秀
夫

　

東
京
都
農
業
会
議
よ
り
農
業
委
員
会

会
長
4
期
12
年
表
彰
を
受
賞
し
た
報
告

と
会
長
職
退
任
の
挨
拶
に
市
長
・
副
市

長
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

池
澤
市
長
に
は
副
市
長
在
任
中
よ
り

10
年
間
、
萱
野
副
市
長
に
は
農
業
委
員

会
事
務
局
長
・
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

長
在
任
中
に
会
長
職
と
し
て
の
私
を
支

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
農
業
委
員
会
と
し
て
西
東
京
市
と
の

良
好
な
関
係
を
築
き
、
農
業
委
員
会
の

農
業
施
策
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
表
彰
・
顕
彰
事
業
受
賞
者
の
紹
介

　
「
第
64
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
」
及
び
「
令
和
4
年
度
北
多

摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会
優
秀
農
業

経
営
者
表
彰
式
」
に
お
い
て
、
市
内
の

農
業
者
の
皆
さ
ま
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

第
62
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・
東
京
都

農
業
会
議
会
長
賞　

野
菜
部
門

�

大
谷　

孝
良
さ
ん

�

敦
子
さ
ん

　

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し

い
賞
を
受
賞
で
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
頂
け
ま
す
と
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

第
42
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞

東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

�

下
田　

勝
也
さ
ん

　

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
美
味
し

い
野
菜
を
皆
様
の
食
卓
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
農
業
功
労
者
表
彰

農
業
功
労
者
感
謝
状

�

中
野　

芳
雄
さ
ん

　

こ
の
様
な
賞
を
頂
き
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。
賞
を
励
み
に
し
て
精
進
を
重

ね
、
農
業
の
振
興
に
勤
し
み
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

農
業
委
員
会
長

�

村
田　

秀
夫
さ
ん

　

農
業
委
員
会
会
長
12
年
表
彰
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。
都
市
農
業
を
巡
る
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に
お
い
て
、

長
年
、
会
長
職
を
務
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

東
京
都
農
業
会
議
会
長
表
彰

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

�

保
谷　

隆
司
さ
ん

　

15
年
の
委
員
会
活
動
の
う
ち
、
12
年

間
は
会
長
職
務
代
理
と
し
て
村
田
前
会

長
の
下
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
事
務
局
と
委
員
の
皆
様
に
助
け
ら

れ
て
の
15
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本

職
の
野
菜
つ
く
り
を
大
切
に
し
た
、
生

産
者
に
寄
り
添
う
委
員
会
活
動
を
心
掛

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（左）村田委員（右）池澤市長
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特
定
生
産
緑
地
・
生
産
緑
地
の

指
定
に
つ
い
て

　

特
定
生
産
緑
地
制
度
と
は
生
産
緑
地

の
買
取
申
出
の
期
限
を
10
年
延
長
す
る

制
度
で
す
。

　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
30

年
が
経
過
す
る
前
に
申
請
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

特
定
生
産
緑
地
に
指
定
し
な
い
場
合

で
も
、
生
産
緑
地
は
自
動
的
に
解
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

生
産
緑
地
を
解
除
す
る
意
向
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
、
生
産
緑
地
の
指
定
か

ら
30
年
経
過
し
た
日
以
降
に
、
解
除
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

生
産
緑
地
の
指
定
か
ら�

30
年
経
過

◀

生
産
緑
地
の
買
取
り
を
申
し
出
る

◀

申
出
日
か
ら
起
算
し
て
3
か
月�

経
過
後
に
行
為
の
制
限
が
解
除

　

手
続
に
つ
い
て
、
ご
質
問
や
ご
不
明

点
が
あ
る
方
は
、
市
・
都
市
計
画
課
に

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条

に
基
づ
き
、
毎
年
7
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（『
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
』）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
7
月
か
ら
8
月
の
間
に

農
業
委
員
が
農
地
の
利
用
状
況
の
調
査

を
行
い
、
10
月
に
は
市
の
担
当
部
署
と

協
力
し
、
農
業
委
員
と
と
も
に
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
農
地
部
会
が
中
心
と
な

り
、
前
述
の
日
程
の
他
に
も
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
や
事
務
局
職
員
が
農
地

（
生
産
緑
地
以
外
の
農
地
も
含
む
）
の

肥
培
管
理
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
農

地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

農
業
者
が
開
設
す
る
市
民
農
園
が 

新
設
さ
れ
ま
し
た

　

向
台
町
の
遠
藤
源
太
郎
さ
ん
が
、
特

定
農
地
貸
付
法
を
活
用
し
、「
向
台
4

丁
目
農
園
」
と
い
う
市
民
農
園
（
40
区

画
・
う
ち
20
区
画
は
令
和
5
年
9
月
か

ら
開
設
予
定
）
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
準
用
す

る
特
定
農
地
貸
付
を
活
用
し
、
芝
久
保

町
に
株
式
会
社
R
e
‒
B
o
r
n
が

「
ユ
ル
ハ
タ
」
と
い
う
市
民
農
園
（
98

区
画
）
を
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員 

会
連
合
会　

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

�

𡈽
方　

和
雄
さ
ん

　

こ
の
度
は
、
農
業
委
員
会
並
び
に
関

係
者
各
位
の
皆
様
方
の
お
計
ら
い
に
よ

り
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

都
市
農
業
の
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
71
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会 

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

�

濵
中　

昇
一
さ
ん

　

関
係
者
各
位
の
ご
指
導
の
も
と
、
受

賞
が
出
来
た
事
を
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
今
後
も
花
卉
生
産
者
と
し
て
市
場

評
価
の
良

い
農
産
品

を
出
荷
し

て
い
き
た

い
で
す
。
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事
務
局
職
員
の
紹
介

　

令
和
5
年
4
月
1
日
よ
り
、
左
記
の

メ
ン
バ
ー
で
農
業
委
員
会
業
務
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

〇�

購
入
費
の
2
分
の
1
に
相
当
す
る

額
（
端
数
は
1
,
0
0
0
円
未
満

切
り
捨
て
）
と
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
3
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

（
認
定
農
業
者
の
方
は
、
予
算
の

範
囲
内
で
6
万
円
が
限
度
）

　

〇�

マ
ル
チ
シ
ー
ト
購
入
金
額
の
3
分

の
1
に
相
当
す
る
額
（
端
数

1
,
0
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）

と
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
1
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。（
認
定
農
業

者
の
方
は
、
予
算
の
範
囲
内
で

3
万
円
が
限
度
）

2�
市
産
農
産
物
等
活
用
推
進
事
業
補
助
金

　

�
内
容
：
農
産
物
等
を
販
売
す
る
際
に

用
い
る
資
材
（
市
農
産
物
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
を
表
示
し
た
も

の
）
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

　

〇�

対
象
経
費
の
3
分
の
2
に
相
当
す

る
額
（
端
数
は
1
,
0
0
0
円
未

満
切
り
捨
て
）
と
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
2
万
円
を
限
度
と
し
ま

す
。（
認
定
農
業
者
の
方
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
4
万
円
が
限
度
。　

市
内
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
5
万
円
が
限
度
）

　

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
市
・
産

業
振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・�

前
期
、
3
年
間
編
集
委
員
を
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活

か
し
、
よ
り
良
い
農
業
情
報
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

・�

こ
れ
か
ら
暑
さ
の
厳
し
い
季
節
と
な
り

ま
す
。
お
身
体
十
分
お
気
を
付
け
く
だ

さ
い
。
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
お

伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・�

編
集
委
員
と
し
て
、
見
る
人
の
目
線
で

記
事
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

・�

新
体
制
の
第
1
号
に
あ
た
り
、
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
情
報
に
心
掛
け
ま
す
。

・�

不
慣
れ
で
す
が
、
編
集
委
員
と
し
て
頑

張
り
ま
す
。

�

編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

J
A
西
東
京
支
店
が
令
和
5
年

10
月
に
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す

　
J
A
東
京
み
ら
い
は
保
谷
支
店
と
田

無
支
店
を
統
合
し
、
新
た
に
西
東
京
支

店
を
令
和
5
年

10
月
23
日（
月
）

オ
ー
プ
ン
予
定

で
す
。
食
と
農

の
情
報
発
信
基

地
と
し
て
、
地

場
産
野
菜
な
ど

を
取
り
扱
う
直

売
所
『
西
東
京

ふ
れ
あ
い
新
鮮

館
』
が
併
設
さ

れ
ま
す
。市

補
助
金
に
つ
い
て

　

市
独
自
の
補
助
金
の
う
ち
2
種
類
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
安
全
安
心
農
業
推
進
事
業
補
助
金

　

�

内
容
：
た
い
肥
・
有
機
質
肥
料
・
フ
ェ

ロ
モ
ン
剤
・
マ
ル
チ
シ
ー
ト
（
生
分

解
性
と
環
境
安
全
性
が
保
障
さ
れ
て

い
る
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
マ
ー
ク
を
取
得

し
た
製
品
）
の
購
入
費
用
の
一
部
を

補
助

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　

農
業
者
年
金
は
、
確
定
拠
出
型
の
公

的
年
金
で
す
。
ご
自
身
の
将
来
設
計
の

た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な
生

活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件

　

�

次
の
①
〜
③
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

方

　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

②
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　

③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

変
更
点

　

改
正
前
の
制
度
で
は
、
65
歳
に
達
し

た
時
点
で
年
金
を
受
給
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
65
歳

以
上
70
歳
未
満
の
方
は
受
給
開
始
時
期

を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

75
歳
に
達
す
る
ま
で
に
年
金
の
支
給
を

申
請
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
75
歳

に
達
し
た
時
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

西東京市
農産物キャラクター
「めぐみちゃん」

（後列左から　原島、佐藤、永井、木島）
（前列左から　樋口、阿部）
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